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『『世世界界教教育育学学選選集集』』へへのの監監修修者者等等のの関関与与ににつついいててのの一一整整理理  
 

 

松本 圭朗 

（神戸大学大学院人間発達環境学研究科博士後期課程） 

 

第第 11節節  ははじじめめにに  

 

教育は、民族の実験だと私は考えている。 

―勝田守一（1968）「歴史と医学と教育と」『思想』548号、79頁。 

 

かつて、矢野智司は戦後教育学／近代教育

の「カノン」を問い、その「カノン」によっ

て隠されてきたテクストとの邂逅を求めた

（矢野 2010）。矢野が戦後教育学の「カノン」

の 1 つとみたのが、明治図書出版が刊行した

『世界教育学選集（全 100 巻）』であり、「こ

の選集・選書は 60 年代から 80 年代にかけて

の教育学研究のカノンとなった」という（矢

野 2010 ：168）。『世界教育学選集』は、「教育

科学関係の著作者や新教育学の推進者の著作

は近代教育学として高く評価」している一方

で、ナチスや京都学派に連なる教育学研究者

の著作、あるいは、「戦後教育学にとっては国

家主義的な思想書として直ちに否定されるべ

きもの」は含まれていないという（矢野 2010 ：

168）。そして、矢野は『世界教育学選集』と

いう「カノン」以降、「私たちの教育的思考が

制限」されたと指摘する（矢野 2010：168）。 

ところで、『世界教育学選集』は、明治図書

出版が創業 50 年記念事業と創業 60 年記念事

業の 1 つとして企画し、1960 年から 1983 年

にかけて全 100 巻を刊行したものである。そ

の監修を務めたのは、東京教育大学の梅根悟

（1903₋1980 年）と、東京大学の勝田守一

（1908₋1969 年）である 1）。 

梅根と勝田が監修を務めることになった背

景は、『明治図書 50 年史』から窺い知ること

ができる。『世界教育学選集』の刊行の数年前、

勝田は木田尚武 2）との雑談で「教育学の古典

について、現代の問題意識で、研究を継続し

てみたい」と発言したところ、後日、木田か

ら創業 50年記念事業を念頭に置いた「古典叢

書」の翻訳出版という提案がなされたという

（勝田 1960 ：81）。この提案に対して、勝田は

「その方面に造詣の深い梅根さんがやって下

されば、ぼくもお手伝いさせて貰ってもいい

と思った」とし、「藤原社長の意欲的な要望」

で決定したという（勝田 1960：81）。 

一方の梅根は、「藤原さんの決意をきいて私

たちは、このしごとの企画と推進のしごとに

協力することになった」（梅根 1960 ：80）と振

り返っている 3）。また、その 10年後には、「私

は終戦後間もないころから、いくつかの著作

の筆者あるいは監修者として関係してきたわ

けだが、何といっても最大のしごとは世界教

育学選集の企画であった」（梅根 1970 ：52）と

も回顧している 4）。 

梅根と勝田は監修者として、『世界教育学選

集』の冒頭に「この選集をよまれる人びとに」

を掲載している。そこには、「世界の高い水準

に達した教育的諸文献を、自由に研究し、先

人がその社会と時代において組織した教育的

理論から学ばなければならない」として、「そ

れは、単に、歴史的興味や過去への回顧のた

めではなく、まさに今日における教育発展の

基礎たるべき教育理論の構築のためなのであ

る」と記されている（監修者 1960 ：1）。そし

て、「私たちはこれらの労作を通じて人類の幸

福と社会の進歩を求めて、教育に期待をかけ
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59 エマソン『教育論ほか』 
60 エレン・ケイ『児童の世紀』 
61 エストライヒ『弾力ある統一学校』 
62 ブロンスキー『生産学校論』 
63 クインチリアーヌス『雄弁家教育論』 

64 ドブロリューボフ、チェルヌイシェフスキー 
『革命的民主義教育論 1』 

65 ベリンスキー、ゲルツェン 
『革命的民主義教育論 2』 

66 福沢諭吉『教育論』 
67 デューイ『初期教育論集』 
68 ケルンシュタイナー『労働学校論』 
69 グーツムーツ『体育教育論』 
70 セガン『特殊教育論』 
71 タゴール、ガンジー『教育論集』 
72 ヘルソレほか『プロレタリア教育論』 
73 ―『イタリア・ルネッサンス期教育思想』 
74 ―『フランス革命期の学校制度案』 
75 ―『アメリカ独立期国民教育論』 
76 ―『大正新教育論集 1』 
77 ―『大正新教育論集 2』 
78 アマイド編『ドクロリー法』 
79 森徳治『教育論』 
80 アウグスチヌス『教育論』 
81 舒新城『教育論』 
82 モリス『芸術教育論』 
83 ラ・シャロッティー『国民教育論』 
84 ペスタロッティー『シュタンツ孤児院期ほか』 
85 ヘルバルト『世界の美的表現ほか』 
86 ザルツマン『かにの書ほか』 
87 オーエン『社会についての新見解』 
88 シャッキー『美育論』 
89 パーカー『地理教授論』 
90 ド・モラン『新教育論』 
91 モンテッソリーほか『幼児教育論』 
92 フレーベルほか『幼児教育論』 
93 ルッター『教育論』 
94 ヴィルマン『陶冶論としての教授学』 
95 ユンゲ『生活共同体としての村の池』 
96 ベイリー『自然学習論』 
97 ペリー、クライン『数学教育論』 
98 バイエル『初等科学教授論』 
99 ブルードン、コント『教育論』 
100 トウニイ『すべての者に公教育を』 
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【凡例】 

1.監修者（梅根悟と勝田守一）は太字とした。 

2.特記事項が無い場合は、「――」とした。 

3.引用頁は［］内に示した。 

 

【付記】 

本研究は JSPS 科研費 JP22K20295 の助成を受

けた。
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た人びとのヒューマニズムと科学的探究の精

神を、教育文化の遺産として継承し、これを

守り、発展させることを目ざし、私たちの教

育研究を深めてゆきたいと思う」（監修者

1960：2）とも記されている。 

 こうした監修者の想いを踏まえて、『世界教

育学選集』は、「わが国以外の世界のすぐれた

教育的諸文献を日本語に移して、教育者およ

び教育研究者の便に供したい」（監修者 1960 ：

1）とされている。その具体は、次のように記

されている（監修者 1960：2）。 

 

選集の邦訳は、それぞれ、原著者につい

て専門的に研究している人びとによって

行なわれている。大部分は忠実な完訳を

旨としたが、やむをえない事情、たとえ

ば、余りにも大部なものは、適当に省略

を加えた。しかし、そのことによって、

原著に学ぶ価値を減少しないように努力

した。なおこの選集の刊行を継続して行

ない、私たち日本の教育者および教育研

究者に容易に利用できる資産を豊富にす

ることを期したいと思う。 

 

この原則に則って、「世界の高い水準に達した

教育的諸文献」の選定、翻訳がおこなわれた。 

前述の矢野は、ここに戦後教育学の「カノ

ン」の成立をみると同時に、それが与えた影

響を問うた。しかし一方で、梅根と勝田は監

修者として、『世界教育学選集』にどのように

関わったのか。すなわち、『世界教育学選集』

という「カノン」の成立の途を辿り、それを

問うことも必要ではないだろうか。その具体

について知る 1 つの方法が、『世界教育学選

集』に記された「訳者まえがき／あとがき」

や「解説」を紐解くことであろう。 

本資料では、『世界教育学選集（全 100 巻）』

（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
58 阿部重孝『教育改革論』 
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（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
58 阿部重孝『教育改革論』 
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  巻
 

著
者
・
編
者

 
年

 
書
名

 
訳
者
・
編
者

 
コ
メ
ン
ト

 
1 

カ
ー
・
デ
ー
・
ウ
シ
ン
ス
キ
ー

 1
96

0 
教
育
的
人
間
学
 

1 
柴
田
義
松

 
―
―

 
2 

カ
ー
・
デ
ー
・
ウ
シ
ン
ス
キ
ー

 1
96

0 
教
育
的
人
間
学
 

2 
柴
田
義
松

 
―
―

 
3 

ア
・
エ
ス
・
マ
カ
レ
ン
コ

 
19

60
 集

団
主
義
と
教
育
学

 
矢
川
徳
光

 
―
―

 
4 

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

 
19

60
 教

育
論

 
梅
崎
光
生

 
―
―

 
5 

ク
ル
ー
プ
ス
カ
ヤ

 
19

60
 国

民
教
育
論

 
勝
田
昌
二

 
―
―

 
6 

ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ン
メ
ル

 
19

60
 学

校
教
育
論

 
伊
勢
田
耀
子

 
―
―

 
7 

ホ
レ
ー
ス
・
マ
ン

 
19

60
 民

衆
教
育
論

 
久
保
義
三

 
―
―

 

8 
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル

 
19

60
 教

育
と
社
会
体
制

 
鈴
木
祥
蔵

 

こ
の
訳
書
を
選
集
に

入
れ
る
に
当
っ
て
、

と
く
に
東
大
の
勝勝

田田
守守

一一
教
授
に
は
訳
文
の
校
閲
を
ね
が
っ
た

。
多

忙
な

時
間
を
さ
い

て
く
だ

さ
っ
た
こ
と

を
心
か

ら
感
謝
し
て

い
る
。

し
か
も
な
お

わ
た
く

し
の
力
の
足

り
な
い

と
こ

ろ
か
ら
思
わ

ぬ
誤
り

を
犯
し
て
い

る
か
も

知
れ
な
い
が

そ
の
点

は
一
に
か
か

っ
て
わ

た
く
し
の
責

任
で
あ

る
。
［

20
7］

 
9 

フ
レ
ー
ベ
ル

 
19

60
 人

間
の
教
育
 

1 
岩
崎
次
男

 
―
―

 
10

 
フ
レ
ー
ベ
ル

 
19

60
 人

間
の
教
育
 

2 
岩
崎
次
男

 
―
―

 

11
 

フ
ェ
ヌ
ロ
ン

 
19

60
 女

子
教
育
論

 
志
村
鏡
一
郎

 

最
後
に
、
わ
た
し
は
、『

女
子
教
育
論
』
を
訳
出
す
る
機
会
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
う
え
、
な
に
か
に
つ
け

て

お
教
え
を
い
た
だ
い

た
、
監
修
者
の
ひ
と

り
梅梅

根根
悟悟

先
生
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

い
ろ
い
ろ
と
わ
た
し

の
わ

が
ま
ま
を
こ
こ
ろ
よ
く
容
れ
て
く
だ
さ
っ
た
、
明
治
図
書
出
版

K
K

編
集
部
の
木
田
尚
武
、
嶽
崎
峻
の
お
ふ

た

り
に
た
い
し
て
も
、
こ
こ
ろ
か
ら
の
感
謝
の
念
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。［

17
3］

 
12

 
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー

 
19

60
 労

働
教
育
論

 
矢
川
徳
光

 
―
―

 
13

 
ヘ
ル
バ
ル
ト

 
19

60
 一

般
教
育
学

 
三
枝
孝
弘

 
―
―

 

14
 

ラ
ン
ジ
ュ
バ
ン

 
19

61
 科

学
教
育
論

 
竹
内
良
知
・
新
村
猛

 
終
り

に
、
こ
の
翻

訳
を
『

世
界
教
育
学

選
集
』

の
一
冊
に
加

え
て
下

さ
っ
た
監
修

者
と
明

治
図
書
出
版

社
に
、

と
く

に
勝勝

田田
守守

一一
氏

と
編

集
部

の
木

田
尚

武
氏

と
に

厚
く

お
礼

を
申

し
述

べ
る

こ
と

を
お

許
し

い
た

だ
き

た

い
。
［

4］
 

15
 

陶
行
知

 
19

61
 民

族
解
放
の
教
育

 
斎
藤
秋
男

 
資
料
に
つ
い
て
は
、
赤
津
益
造
・
安
藤
彦
太
郎
・
島
田
政
雄
諸
氏
、
ま
た
、
方
与
巖
・
林
煥
平
・
厳
文
井
諸
氏
お

よ
び
中
国
作
家
会
協
会
外
国
文
学
委
員
会
・
安
徽
史
学
通
訊
社
の
ご
援
助
に
感
謝
す
る
。
［

20
7］

 

16
 

ス
バ
ト
コ
ー
フ
ス
キ
ー

 
メ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー

 
19

61
 マ

ル
ク
ス
主
義
教
育
学
の
方
法
論

 
倉
内
史
郎
・
鈴
木
秀
一

 
い
ま

わ
れ
わ
れ
は

、
こ
の

翻
訳
が
出
版

さ
れ
る

に
あ
た
っ
て

、
わ
れ

わ
れ
が
こ
れ

ま
で
に

矢
川
氏
か
ら

受
け
た

御
指

導
と
御
好
意

の
数
々

を
思
い
、
こ

れ
か
ら

あ
ら
た
め
て

同
氏
に

た
い
し
最
大

の
感
謝

の
気
持
ち
を

あ
ら
わ

し
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
［

24
2］

 

17
 

シ
ェ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル

 
19

61
 国

家
権
力
と
教
育

 
：
大
学
論
・
教
育
学
講
義
序
説

 
梅
根
悟
・
梅
根
栄
一

 
―
―

 

18
 

シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー

 
19

61
 文

化
と
性
格
の
諸
類
型
 

1 
伊
勢
田
耀
子

 
一
、

巻
頭
の
シ
ュ

プ
ラ
ン

ガ
ー
教
授
の

写
真
は

、
長
井
和
雄

先
生
が

特
に
教
授
か

ら
近
影

と
し
て
贈
ら

れ
、
常

に
机

の
上
に
飾
っ

て
愛
蔵

し
て
お
ら
れ

る
も
の

で
あ
る
。
こ

の
訳
書

の
た
め
に
快

く
お
貸

し
下
さ
っ
た

御
好
意

を
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。［

3］
 

19
 

シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー

 
19

61
 文

化
と
性
格
の
諸
類
型
 

2 
伊
勢
田
耀
子

 
勝勝

田田
守守
一一

教
授
が
教
授
の
著
作
の

1
つ
を
こ
の
選
集
に
加
え
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
時
に
も
、

シ

ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
教
授
は
早
速
、
こ
の
著
作
が
日
本
の
分
化
に
何
ら
か
の
役
割
と
期
待
を
果
た
す
こ
と
の
期
待
と

、

日
本
へ
の
変
わ
ら
ぬ
関
心
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
［

22
0₋

22
1］

 

20
 

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ビ
ネ
ー

 
19

61
 新

し
い
児
童
観

 
波
多
野
完
治

 
改
訳
の
分
担
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

1
章
～
第

4
章
 
坂
元
昂
（
東
京
工
業
大
学
助
手
）
 
第

5
章
 
私

市
保
彦
（
和
洋
女
子
大
学
講
師
）
 
第

6
章
～
第

8
章
 
滝
沢
武
久
（
新
潟
大
学
講
師
）
［

3］
 

21
 

ナ
ト
ル
プ

 
19

62
 社

会
理
想
主
義

 
篠
原
陽
二

 
―
―

 
22

 
沢
柳
政
太
郎

 
19

62
 実

際
的
教
育
学

 
滑
川
道
夫
・
中
内
敏
夫
（
編
）

 
―
―

 

［資料紹介］ 『世界教育学選集』への監修者等の関与についての一整理（松本圭朗） 
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59 エマソン『教育論ほか』 
60 エレン・ケイ『児童の世紀』 
61 エストライヒ『弾力ある統一学校』 
62 ブロンスキー『生産学校論』 
63 クインチリアーヌス『雄弁家教育論』 

64 ドブロリューボフ、チェルヌイシェフスキー 
『革命的民主義教育論 1』 

65 ベリンスキー、ゲルツェン 
『革命的民主義教育論 2』 

66 福沢諭吉『教育論』 
67 デューイ『初期教育論集』 
68 ケルンシュタイナー『労働学校論』 
69 グーツムーツ『体育教育論』 
70 セガン『特殊教育論』 
71 タゴール、ガンジー『教育論集』 
72 ヘルソレほか『プロレタリア教育論』 
73 ―『イタリア・ルネッサンス期教育思想』 
74 ―『フランス革命期の学校制度案』 
75 ―『アメリカ独立期国民教育論』 
76 ―『大正新教育論集 1』 
77 ―『大正新教育論集 2』 
78 アマイド編『ドクロリー法』 
79 森徳治『教育論』 
80 アウグスチヌス『教育論』 
81 舒新城『教育論』 
82 モリス『芸術教育論』 
83 ラ・シャロッティー『国民教育論』 
84 ペスタロッティー『シュタンツ孤児院期ほか』 
85 ヘルバルト『世界の美的表現ほか』 
86 ザルツマン『かにの書ほか』 
87 オーエン『社会についての新見解』 
88 シャッキー『美育論』 
89 パーカー『地理教授論』 
90 ド・モラン『新教育論』 
91 モンテッソリーほか『幼児教育論』 
92 フレーベルほか『幼児教育論』 
93 ルッター『教育論』 
94 ヴィルマン『陶冶論としての教授学』 
95 ユンゲ『生活共同体としての村の池』 
96 ベイリー『自然学習論』 
97 ペリー、クライン『数学教育論』 
98 バイエル『初等科学教授論』 
99 ブルードン、コント『教育論』 
100 トウニイ『すべての者に公教育を』 

 

引用文献 
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治図書出版『明治図書 50年史』明治図書出版、 

80₋81 頁。 

梅根悟（1970）「世界教育学選集のことなど」明治図
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1（世界教育学選集 1）』明治図書出版、1₋2 頁。 
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矢野智司（2010）「近代教育学を思想史研究として問

うことは何を問うことだったのか」『教育思想史コ

メンタール』編集委員会編『教育思想史コメンター

ル』教育思想史学会、163₋173 頁。 

山﨑洋子（2017）「梅根悟」教育思想史学会編『教育

思想事典（増補改訂版）』勁草書房、48頁。 

 

【凡例】 

1.監修者（梅根悟と勝田守一）は太字とした。 

2.特記事項が無い場合は、「――」とした。 

3.引用頁は［］内に示した。 

 

【付記】 

本研究は JSPS 科研費 JP22K20295 の助成を受

けた。
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た人びとのヒューマニズムと科学的探究の精

神を、教育文化の遺産として継承し、これを

守り、発展させることを目ざし、私たちの教

育研究を深めてゆきたいと思う」（監修者

1960：2）とも記されている。 

 こうした監修者の想いを踏まえて、『世界教

育学選集』は、「わが国以外の世界のすぐれた

教育的諸文献を日本語に移して、教育者およ

び教育研究者の便に供したい」（監修者 1960 ：

1）とされている。その具体は、次のように記

されている（監修者 1960：2）。 

 

選集の邦訳は、それぞれ、原著者につい

て専門的に研究している人びとによって

行なわれている。大部分は忠実な完訳を

旨としたが、やむをえない事情、たとえ

ば、余りにも大部なものは、適当に省略

を加えた。しかし、そのことによって、

原著に学ぶ価値を減少しないように努力

した。なおこの選集の刊行を継続して行

ない、私たち日本の教育者および教育研

究者に容易に利用できる資産を豊富にす

ることを期したいと思う。 

 

この原則に則って、「世界の高い水準に達した

教育的諸文献」の選定、翻訳がおこなわれた。 

前述の矢野は、ここに戦後教育学の「カノ

ン」の成立をみると同時に、それが与えた影

響を問うた。しかし一方で、梅根と勝田は監

修者として、『世界教育学選集』にどのように

関わったのか。すなわち、『世界教育学選集』

という「カノン」の成立の途を辿り、それを

問うことも必要ではないだろうか。その具体

について知る 1 つの方法が、『世界教育学選

集』に記された「訳者まえがき／あとがき」

や「解説」を紐解くことであろう。 

本資料では、『世界教育学選集（全 100 巻）』

（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
58 阿部重孝『教育改革論』 
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  23
 

コ
ン
ド
ル
セ

 
19

62
 公

教
育
の
原
理

 
松
島
釣

 
最
後
に
、
訳
出
に
際

し
て
懇
切
な
御
教
示

を
い
た
だ
い
た
東
京

教
育
大
学
梅梅

根根
悟悟

教
授
、
お
よ
び
「
コ
ン

ド
ル

セ
著
作
集
」「

立
法
会
議
に
お
け
る
公
教
育
委
員
会
議
事
録
」
の
両
史
料
文
献
の
利
用
に
つ
い
て
、
特
に
便
宜

を

図
っ
て
下
さ
っ
た
一
橋
大
学
の
松
川
七
郎
、
鈴
木
秀
勇
両
氏
に
深
い
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
［

4］
 

24
 

コ
メ
ニ
ュ
ウ
ス

 
19

62
 大

教
授
学
 

1 
鈴
木
秀
勇

 
ご
多

忙
の
う
ち
に

、
貴
重

な
お
時
間
を

お
さ
き

下
さ
い
ま
し

て
、
綿

密
に
訳
稿
を

ご
閲
読

た
ま
わ
り
、

ご
注
意

を
下
さ
い
ま
し
た
勝 勝

田田
守守
一一

先
生
に
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
［

8］
 

25
 

コ
メ
ニ
ュ
ウ
ス

 
19

62
 大

教
授
学
 

2 
鈴
木
秀
勇

 
―
―

 
26

 
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン

 
19

63
 社

会
変
革
と
教
育

 
渡
辺
義
晴

 
―
―

 

27
 

デ
ィ
ー
ス
テ
ル
ヴ
ェ
ー
ク

 
19

63
 市

民
社
会
の
教
育

 
長
尾
十
三
二

 
こ
の
書
物
は
、
早
大
教
授
尾
形
裕
康
氏
の
御
好
意
で
早
大
図
書
館
の
蔵
本
を
借
覧
さ
せ
て
頂
い
た
。［

3］
 

終
わ

り
に
、
日
頃

の
学
恩

は
も
ち
ろ
ん

、
本
書

の
訳
出
に
当

た
っ
て

も
、
訳
出
す

べ
き
論

文
の
選
択
に

再
三
の

貴
重
な
示
唆
を
賜
っ
た
梅 梅
根根

教
授
の
多
年
の
御
指
導
に
心
か
ら
御
礼
申
上
げ
た
い
。
［

8］
 

28
 

ア
ン
リ
・
ワ
ロ
ン

 
ジ
ャ
ン
・
ピ
ア
ジ
ェ

 
19

61
 ワ

ロ
ン
・
ピ
ア
ジ
ェ
教
育
論

 
竹
内
良
知

 

世
界

教
育
学
選
集

の
な
か

に
ワ
ロ
ン
と

ピ
ア
ジ

ェ
の
論
集
を

入
れ
る

こ
と
に
な
っ

て
、
そ

の
仕
事
を
お

引
受
け

し
た
わ
た
し
は
、
監

修
者
で
あ
る
勝 勝

田田
守守

一一
先
生
の
御
意
向
を

も
伺
っ
て
、
国
際
新

教
育
連
盟
の
機
関
誌

『
新

し
い
時
代
の
た
め
に
』
の
な
か
か
ら
、
ワ
ロ
ン
と
ピ
ア
ジ
ェ
の
論
文
を
訳
編
す
る
こ
と
に
し
た
。
［

2］
 

こ
の
本
が
で
き
た
の

は
、
ま
っ
た
く
勝 勝

田田
守守

一一
先
生
の
御
好
意
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
ほ
と
ん

ど
す

べ
て

先
生
の
貴
重

な
蔵
書

を
お
借
り
し

た
。
そ

の
う
え
東
大

図
書
館

の
蔵
書
か
ら

、
所
掲

の
論
文
の
複

写
ま
で

つ
く

っ
て
い
た
だ

い
た
。

先
生
の
御
配

慮
に
厚

く
お
礼
を
申

し
あ
げ

た
い
。
翻
訳

に
あ
た

っ
て
は
名
古

屋
大
学

文
学

部
仏
文
学
研

究
室
の

山
川
篤
助
教

授
、
平

田
譲
治
助
手

に
い
ろ

い
ろ
お
世
話

に
な
っ

た
。
ま
た
訳

注
を
つ

く
る
う
え
で
、

2、
3
の
人
名
に
つ
い
て
、
同
大
学
教
育
学
部
の
江
藤
恭
二
助
教
授
、
山
田
正
敏
助
手
の
御
教

示

を
い
た
だ
い
た
。
［

4］
 

29
 
――

 
19

63
 日

本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
人
間
形
成
論

 
武
田
清
子
（
編
）

 
原
典

資
料
の
選
択

に
関
し

、
石
原
謙
先

生
、
斎

藤
勇
先
生
を

は
じ
め

、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係

の
方
々
よ
り

貴
重
な

助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
［

25
］

 

30
 

プ
ラ
ト
ン

 
19

63
 国

家
 

：
政
治
と
教
育

 
山
田
潤
二

 
―
―

 

31
 

ヴ
ィ
ー
ヴ
ェ
ス

 
19

64
 ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
の
教
育
論

 
小
林
博
英

 
終
り

に
、
本
稿
の

訳
出
に

あ
た
り
、
よ

き
励
ま

し
を
下
っ
た

こ
と
に

つ
い
て
は
、

本
選
集

の
監
修
者
で

あ
り
、

共
に
訳
者
の
恩
師
で

あ
る
勝勝

田田
守守
一一

、
梅梅
根根

悟悟
両
先
生
に
対
し
、
ま
た
特
に
梅梅

根根
先
生
に
は
貴
重
な
時
間

を
割

い
て
訳
稿
の
欠
陥
を
御
指
摘
下
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
う
。 ［

5］
 

32
 

デ
ュ
ル
ケ
ム

 
19

64
 道

徳
教
育
論
 

1 
麻
生
誠
・
山
村
健

 
本
書
の
訳
業
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
教
育
学
部
の
清
水
義
弘
助
教
授
に
終
始
手
厚
い
御
指
導
を
い
た
だ
い
た

。

［
3］

 
33

 
デ
ュ
ル
ケ
ム

 
19

64
 道

徳
教
育
論
 

2 
麻
生
誠
・
山
村
健

 
―
―

 

34
 

ロ
ヒ
ョ
ウ

 
19

65
 国

民
性
と
教
育

 
田
中
昭
徳
・
金
子
茂

 

終
わ
り
に
、
本
訳
書
を
『「

世
界
教
育
学
選
集
」
の
一
冊
に
加
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
う
え
、
訳
出
す
べ
き
論
文

そ
の

他
に
い
た
る
ま
で
一

方
な
ら
ぬ
ご
高
配
を

賜
っ
た
、
監
修
者
の

一
人
で
あ
る
東
京
教

育
大
学
教
授
の
梅 梅

根根

悟悟
先
生
に
、

と
り
わ
け
深

い
感
謝
の
気
持
を
捧

げ
る
こ
と
を
お
許
し

い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
小
樽
商
科
大

学

広
田

二
郎
教
授
、

中
川
勇

治
講
師
、
な

ら
び
に

東
京
教
育
大

学
・
小

樽
商
科
大
学

の
諸
先

生
方
に
は
訳

出
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
と
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
［

5］
 

35
 

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

 
19

65
 政

治
と
教
育

 
：
隠
者
の
夕
暮
他

 
梅
根
悟

 
―
―

 

36
 

ト
マ
ス
・
ヘ
ン
リ
・
ハ
ク
ス
リ

 1
96

6 
自
由
教
育
・
科
学
教
育

 
佐
伯
正
一
・
栗
田
修

 
―
―

 
37

 
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス

 
19

66
 人

間
論

 
根
岸
国
孝

 
※
根
岸
（
翻
訳
者
）
と
勝
田
（
監
修
者
）
と
の
共
著
に
よ
る
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

 

38
 

マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル

 
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

 
19

66
 マ

ン
デ
ヴ
ィ
ル
・
ス
ミ
ス
教
育
論

 
浜
田
陽
太
郎

 
―
―

 

39
 

ル
ソ
ー

 
19

67
 エ

ミ
ー
ル
 

1 
長
尾
十
三
二
・
原
聡
介
・
永
冶
日
出
雄
・
桑
原
敏
明

 
「
『
世
界
教
育
学
選
集
』
に
『
エ
ミ
ー
ル
』
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
君
と
、
君
の
と
こ
ろ
の
学
生
で
引

き
う

け
て
く
れ
な
い
か
」

と
い
う
梅梅

根根
先
生
か

ら
の
お
話
が
届
い
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
の
こ
と
で
あ

っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。［

3］
 

［資料紹介］ 『世界教育学選集』への監修者等の関与についての一整理（松本圭朗） 

- 81 - 
 

59 エマソン『教育論ほか』 
60 エレン・ケイ『児童の世紀』 
61 エストライヒ『弾力ある統一学校』 
62 ブロンスキー『生産学校論』 
63 クインチリアーヌス『雄弁家教育論』 

64 ドブロリューボフ、チェルヌイシェフスキー 
『革命的民主義教育論 1』 

65 ベリンスキー、ゲルツェン 
『革命的民主義教育論 2』 

66 福沢諭吉『教育論』 
67 デューイ『初期教育論集』 
68 ケルンシュタイナー『労働学校論』 
69 グーツムーツ『体育教育論』 
70 セガン『特殊教育論』 
71 タゴール、ガンジー『教育論集』 
72 ヘルソレほか『プロレタリア教育論』 
73 ―『イタリア・ルネッサンス期教育思想』 
74 ―『フランス革命期の学校制度案』 
75 ―『アメリカ独立期国民教育論』 
76 ―『大正新教育論集 1』 
77 ―『大正新教育論集 2』 
78 アマイド編『ドクロリー法』 
79 森徳治『教育論』 
80 アウグスチヌス『教育論』 
81 舒新城『教育論』 
82 モリス『芸術教育論』 
83 ラ・シャロッティー『国民教育論』 
84 ペスタロッティー『シュタンツ孤児院期ほか』 
85 ヘルバルト『世界の美的表現ほか』 
86 ザルツマン『かにの書ほか』 
87 オーエン『社会についての新見解』 
88 シャッキー『美育論』 
89 パーカー『地理教授論』 
90 ド・モラン『新教育論』 
91 モンテッソリーほか『幼児教育論』 
92 フレーベルほか『幼児教育論』 
93 ルッター『教育論』 
94 ヴィルマン『陶冶論としての教授学』 
95 ユンゲ『生活共同体としての村の池』 
96 ベイリー『自然学習論』 
97 ペリー、クライン『数学教育論』 
98 バイエル『初等科学教授論』 
99 ブルードン、コント『教育論』 
100 トウニイ『すべての者に公教育を』 
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うことは何を問うことだったのか」『教育思想史コ

メンタール』編集委員会編『教育思想史コメンター

ル』教育思想史学会、163₋173 頁。 

山﨑洋子（2017）「梅根悟」教育思想史学会編『教育

思想事典（増補改訂版）』勁草書房、48頁。 

 

【凡例】 

1.監修者（梅根悟と勝田守一）は太字とした。 

2.特記事項が無い場合は、「――」とした。 

3.引用頁は［］内に示した。 

 

【付記】 

本研究は JSPS 科研費 JP22K20295 の助成を受

けた。
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た人びとのヒューマニズムと科学的探究の精

神を、教育文化の遺産として継承し、これを

守り、発展させることを目ざし、私たちの教

育研究を深めてゆきたいと思う」（監修者

1960：2）とも記されている。 

 こうした監修者の想いを踏まえて、『世界教

育学選集』は、「わが国以外の世界のすぐれた

教育的諸文献を日本語に移して、教育者およ

び教育研究者の便に供したい」（監修者 1960 ：

1）とされている。その具体は、次のように記

されている（監修者 1960：2）。 

 

選集の邦訳は、それぞれ、原著者につい

て専門的に研究している人びとによって

行なわれている。大部分は忠実な完訳を

旨としたが、やむをえない事情、たとえ

ば、余りにも大部なものは、適当に省略

を加えた。しかし、そのことによって、

原著に学ぶ価値を減少しないように努力

した。なおこの選集の刊行を継続して行

ない、私たち日本の教育者および教育研

究者に容易に利用できる資産を豊富にす

ることを期したいと思う。 

 

この原則に則って、「世界の高い水準に達した

教育的諸文献」の選定、翻訳がおこなわれた。 

前述の矢野は、ここに戦後教育学の「カノ

ン」の成立をみると同時に、それが与えた影

響を問うた。しかし一方で、梅根と勝田は監

修者として、『世界教育学選集』にどのように

関わったのか。すなわち、『世界教育学選集』

という「カノン」の成立の途を辿り、それを

問うことも必要ではないだろうか。その具体

について知る 1 つの方法が、『世界教育学選

集』に記された「訳者まえがき／あとがき」

や「解説」を紐解くことであろう。 

本資料では、『世界教育学選集（全 100 巻）』

（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
58 阿部重孝『教育改革論』 
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校
正

な
ら
び
に
索

引
の
作

成
に
つ
い
て

は
、
東

京
教
育
大
学

大
学
院

学
生
、
奥
平

康
照
、

清
水
重
勇
、

古
沢
常

雄
、
三
笠
乙
彦
、
宮
寺
晃
夫
の
諸
君
の
積
極
的
な
協
力
を
得
た
。［

5］
 

最
後

に
翻
訳
の
実

務
に
こ

そ
加
わ
っ
て

い
な
い

が
、
私
た
ち

の
読
書

会
や
研
究
科

に
参
加

し
て
し
ば
し

ば
貴
重

な
意

見
を
寄
せ
て

く
れ
た

ひ
じ
ょ
う
に

た
く
さ

ん
の
諸
君
、

校
正
の

労
を
と
っ
て

く
れ
た

前
記
の
諸
君

の
ほ
か

に
中
野
光
（
現
金
沢
大
助
教
授
）
岩
崎
次
男
（
現
埼
玉
大
助
教
授
）
志
村
鏡
一
郎
（
現
静
岡
大
助
教
授
）
椎
名

万

吉
（
現
千
葉
大
助
教
授
）
、
金
子
茂
（
現
九
州
大
講
師
）
、
斎
藤
新
治
（
東
京
教
育
大
学
大
学
院
）
、
小
野
信
勝
（
東

京
大
学
大
学
院
）
、
諸
氏
、
そ
の
他
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
し
た
大
勢
の
学
生
諸
君
に
も
、
こ
こ
で
や
は
り
心
か

ら

の
挨
拶
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
［

5₋
6］

 
40

 
ル
ソ
ー

 
19

68
 エ

ミ
ー
ル
 

2 
長
尾
十
三
二
・
原
聡
介
・
永
冶
日
出
雄
・
桑
原
敏
明

 
―
―

 
41

 
ル
ソ
ー

 
19

69
 エ

ミ
ー
ル
 

3 
長
尾
十
三
二
・
原
聡
介
・
永
冶
日
出
雄
・
桑
原
敏
明

 
―
―

 
42

 
ヴ
ェ
・
ペ
・
グ
ル
ズ
デ
フ
編

 
19

68
 マ

ル
ク
ス

=エ
ン
ゲ
ル
ス
教
育
論
 

1 
大
橋
精
夫

 
―
―

 

43
 

ペ
・
エ
ヌ
・
グ
ル
ズ
デ
フ
編

 
19

68
 マ

ル
ク
ス

=エ
ン
ゲ
ル
ス
教
育
論
 

2 
大
橋
精
夫

 
こ
の

『
マ
ル
ク
ス

＝
エ
ン

ゲ
ル
ス
教
育

論
』
の

編
集
企
画
は

、
は
じ

め
は
矢
川
徳

光
氏
と

海
後
勝
雄
氏

の
協
力

を
え
て
私
が
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に
私
一
人
に
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。［

27
6］

 
44

 
ト
ル
ス
ト
イ

 
19

69
 ロ

シ
ヤ
国
民
教
育
論

 
海
老
原
遥

 
―
―

 

45
 

ホ
ー
ル

 
19

68
 子

ど
も
の
心
理
と
教
育

 
岸
本
弘
・
岸
本
紀
子

 

ま
た
後
者
は
梅梅

根根
悟悟

先
生
が
推
奨
さ
れ
た

も
の
で
、
ホ
ー
ル
自

身
も
い
っ
て
い
る
よ

う
に
、
彼
の
心
理
学

の
よ

り
ど

こ
ろ
で
あ
っ

た
先
祖

返
り
の
説
を

牧
歌
的

に
、
物
語
り

ふ
う
に

書
い
た
田
園

詩
と
も

い
う
べ
く
、

彼
の
心

理
学
的
立
場
を
う
か
が
う
に
は
恰
好
の
作
品
と
い
え
よ
う
。
［

3］
 

七
、
本
書
の
表
題
は
、
勝 勝

田田
守守
一一

先
生
に
つ
け
て
い
た
だ
い
た
。［

4］
 

九
、
私
た
ち
の
こ
の

訳
編
が
日
の
目
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
ひ
と
え
に
勝 勝

田田
守守

一一
先
生
と
宮
原
誠
一
先

生
、
そ
れ
に
明
治
図
書
の
ご
好
意
に
よ
る
。［

4］
 

46
 

ラ
ス
キ
ン

 
19

69
 芸

術
教
育
論

 
内
藤
史
朗

 

一
、
本
書
の
題
名
『
芸
術
教
育
論
』
は
勝勝

田田
守守
一一

先
生
の
御
同
意
を
得
て
訳
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
［

3］
 

五
、
本
書
は
勝 勝

田田
守守
一一

先
生
の
御
好
意
に
よ
り
、
梅梅

根根
悟悟

先
生
の
御
同
意
を
得
て
、

日
の
目
を
見
る
こ
と

と
な

っ
た

。
両
先
生
に
深
く
謝

意
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
勝 勝

田田
先
生
に
は
、
御

入
院
中
に
も
か
か

わ

ら
ず
、
訳
文
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
る
御
忠
告
を
い
た
だ
い
た
。［

4］
 

六
、
本
書
を
訳
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
英
文
学
で
は
工
藤
好
美
先
生
に
御
教
示
を
乞
い
、
終
始
激
励
を
う
け
た
。

特
に

謝
意
を
表
し

た
い
。

そ
の
ほ
か
、

画
家
下

村
良
之
介
氏

、
イ
タ

リ
ヤ
文
学
者

荒
谷
次

郎
氏
、
そ
れ

に
大
谷

大
学
の
岩
見
至
教
授
、
水
野
有
庸
助
教
授
な
ど
に
御
教
示
し
て
い
た
だ
い
た
。［

4］
 

47
 

キ
ル
パ
ト
リ
ッ
ク

 
19

69
 教

育
哲
学
 

1 
村
山
貞
雄
・
柘
植
明
子
・
市
村
尚
久

 
―
―

 

48
 

キ
ル
パ
ト
リ
ッ
ク

 
19

69
 教

育
哲
学
 

2 
村
山
貞
雄
・
柘
植
明
子
・
市
村
尚
久

 
な
お

、
こ
の
肖
像

画
の
写

真
は
、
か
つ

て
キ
ル

パ
ト
リ
ッ
ク

博
士
の

門
下
生
で
あ

っ
た
西

本
三
十
二
博

士
（
現

帝
塚
山
学
院
大
学
学
長
）
の
ご
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。［

35
0］

 

49
 

バ
ゼ
ド
ウ

 
ト
ラ
ッ
プ

 
19

69
 国

家
と
学
校

 
金
子
茂

 
お
わ
り
に
、
日
頃
の

学
恩
を
思
い
梅 梅

根根
悟悟

、
長
尾
十
三
二
両
先

生
に
感
謝
の
気
持
ち

を
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た

だ
き
た
い
。
［

6］
 

50
 

ス
ペ
ン
サ
ー

 
19

69
 知

育
・
徳
育
・
体
育
論

 
三
笠
乙
彦

 
そ
の
際
、
こ
の
題
名

に
つ
い
て
本
書
の
監

修
者
で
あ
る
梅梅

根根
悟悟

先
生
か
ら
の
ご
示
唆

が
あ
っ
た
こ
と
を
付

記
し

て
お
き
た
い
。［

3］
 

51
 

ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
他

 
19

70
 イ

ギ
リ
ス
民
衆
教
育
論

 
浜
林
正
夫
・
安
川
悦
子

 
本
訳

書
の
出
版
に

あ
た
っ

て
は
多
く
の

方
々
の

御
好
意
を
う

け
た
が

、
と
く
に
、

原
稿
に

目
を
と
お
し

て
い
た

だ
い
た
梅 梅
根根
悟悟

先
生
、
文
献
を
お
貸
し
く
だ
さ
っ
た
水
田
洋
先
生
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
［

27
5］

 

52
 

フ
ー
リ
エ

 
サ
ン
・
シ
モ
ン

 
19

70
 空

想
的
社
会
主
義
教
育
論

 
西
出
不
二
雄

 

本
書
は
は
じ
め
恩
師

勝勝
田田

守守
一一

先
生
に
お
勧
め
を
い
た
だ
い
て

、
東
京
大
学
の
堀
尾

輝
久
先
生
と
共
同
の

仕
事

と
し

て
進
め
ら
れ

る
は
ず

で
あ
っ
た
が

、
先
生

が
フ
ラ
ン
ス

へ
留
学

さ
れ
た
た
め

私
が
ひ

と
り
で
担
当

す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。［

4］
 

ま
た

、
文
献
の
利

用
に
つ

い
て
便
宜
を

は
か
っ

て
く
だ
さ
っ

た
福
居

純
、
二
宮
正

之
の
両

学
兄
と
、
手

厚
い
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た
編
集
部
の
嶽
崎
峻
氏
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。［

4］
 

お
わ

り
に
、
訳
業
に
あ
た

っ
て
し
ば
し
ば
励
ま

し
を
た
ま
わ
っ
た
勝 勝

田田
先
生
に
お
礼
を
申

し
あ
げ
、
先
生
の

ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。［

4］
 

53
 

フ
ィ
ヒ
テ
他

 
19

70
 大

学
の
理
念
と
構
想

 
梅
根
悟

 
―
―

 

［資料紹介］ 『世界教育学選集』への監修者等の関与についての一整理（松本圭朗） 
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59 エマソン『教育論ほか』 
60 エレン・ケイ『児童の世紀』 
61 エストライヒ『弾力ある統一学校』 
62 ブロンスキー『生産学校論』 
63 クインチリアーヌス『雄弁家教育論』 

64 ドブロリューボフ、チェルヌイシェフスキー 
『革命的民主義教育論 1』 

65 ベリンスキー、ゲルツェン 
『革命的民主義教育論 2』 

66 福沢諭吉『教育論』 
67 デューイ『初期教育論集』 
68 ケルンシュタイナー『労働学校論』 
69 グーツムーツ『体育教育論』 
70 セガン『特殊教育論』 
71 タゴール、ガンジー『教育論集』 
72 ヘルソレほか『プロレタリア教育論』 
73 ―『イタリア・ルネッサンス期教育思想』 
74 ―『フランス革命期の学校制度案』 
75 ―『アメリカ独立期国民教育論』 
76 ―『大正新教育論集 1』 
77 ―『大正新教育論集 2』 
78 アマイド編『ドクロリー法』 
79 森徳治『教育論』 
80 アウグスチヌス『教育論』 
81 舒新城『教育論』 
82 モリス『芸術教育論』 
83 ラ・シャロッティー『国民教育論』 
84 ペスタロッティー『シュタンツ孤児院期ほか』 
85 ヘルバルト『世界の美的表現ほか』 
86 ザルツマン『かにの書ほか』 
87 オーエン『社会についての新見解』 
88 シャッキー『美育論』 
89 パーカー『地理教授論』 
90 ド・モラン『新教育論』 
91 モンテッソリーほか『幼児教育論』 
92 フレーベルほか『幼児教育論』 
93 ルッター『教育論』 
94 ヴィルマン『陶冶論としての教授学』 
95 ユンゲ『生活共同体としての村の池』 
96 ベイリー『自然学習論』 
97 ペリー、クライン『数学教育論』 
98 バイエル『初等科学教授論』 
99 ブルードン、コント『教育論』 
100 トウニイ『すべての者に公教育を』 
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メンタール』編集委員会編『教育思想史コメンター

ル』教育思想史学会、163₋173 頁。 
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思想事典（増補改訂版）』勁草書房、48頁。 

 

【凡例】 

1.監修者（梅根悟と勝田守一）は太字とした。 

2.特記事項が無い場合は、「――」とした。 

3.引用頁は［］内に示した。 
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本研究は JSPS 科研費 JP22K20295 の助成を受

けた。
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た人びとのヒューマニズムと科学的探究の精

神を、教育文化の遺産として継承し、これを

守り、発展させることを目ざし、私たちの教

育研究を深めてゆきたいと思う」（監修者

1960：2）とも記されている。 

 こうした監修者の想いを踏まえて、『世界教

育学選集』は、「わが国以外の世界のすぐれた

教育的諸文献を日本語に移して、教育者およ

び教育研究者の便に供したい」（監修者 1960 ：

1）とされている。その具体は、次のように記

されている（監修者 1960：2）。 

 

選集の邦訳は、それぞれ、原著者につい

て専門的に研究している人びとによって

行なわれている。大部分は忠実な完訳を

旨としたが、やむをえない事情、たとえ

ば、余りにも大部なものは、適当に省略

を加えた。しかし、そのことによって、

原著に学ぶ価値を減少しないように努力

した。なおこの選集の刊行を継続して行

ない、私たち日本の教育者および教育研

究者に容易に利用できる資産を豊富にす

ることを期したいと思う。 

 

この原則に則って、「世界の高い水準に達した

教育的諸文献」の選定、翻訳がおこなわれた。 

前述の矢野は、ここに戦後教育学の「カノ

ン」の成立をみると同時に、それが与えた影

響を問うた。しかし一方で、梅根と勝田は監

修者として、『世界教育学選集』にどのように

関わったのか。すなわち、『世界教育学選集』

という「カノン」の成立の途を辿り、それを

問うことも必要ではないだろうか。その具体

について知る 1 つの方法が、『世界教育学選

集』に記された「訳者まえがき／あとがき」

や「解説」を紐解くことであろう。 

本資料では、『世界教育学選集（全 100 巻）』

（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
58 阿部重孝『教育改革論』 
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  54
 

垣
内
松
三

 
19

70
 形

象
と
理
会

 
横
須
賀
薫
（
編
）

 
―
―

 
55

 
篠
原
助
市

 
19

70
 批

判
的
教
育
学
の
問
題

 
梅
根
悟
（
編
）

 
―
―

 

56
 

フ
ィ
ヒ
テ

 
19

70
 ド

イ
ツ
国
民
教
育
論

 
椎
名
萬
吉

 
そ
の
間
恩
師
梅 梅

根根
悟悟

先
生
を
は
じ
め
、
明

治
図
書
の
方
々
は
よ

く
も
耐
え
て
下
っ
た

も
の
と
感
謝
し
な
い

で
は

お
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。［

22
4］

 

57
 

エ
マ
ソ
ン

 
19

71
 人

間
教
育
論

 
市
村
尚
久

 
な
お

、
本
書
の
底

本
と
し

た
『
エ
マ
ソ

ン
全
集

』
は
、
日
本

女
子
大

学
柘
植
明
子

先
生
の

ご
好
意
に
よ

り
入
手

す
る

こ
と
が
で
き

、
ま
た

邦
訳
に
さ
い

し
て
も

な
に
か
と
ご

鞭
撻
を

た
ま
わ
り
、

こ
こ
に

あ
ら
た
め
て

謝
意
を

表
す
る
。
［

4］
 

58
 

ケ
ル
シ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

 
19

71
 労

働
学
校
論

 
藤
沢
法
暎

 
―
―

 
59

 
阿
部
重
孝

 
19

71
 教

育
改
革
論

 
宗
像
誠
也
・
三
輪
定
宣
（
編
）

 
―
―

 

60
 

カ
ン
ト

 
19

71
 教

育
学
講
義

 
勝
田
守
一
・
伊
勢
田
耀
子

 

六
、

な
お
附
録
と

し
て
本

書
に
収
め
た

バ
セ
ド

ウ
の
汎
愛
学

院
に
つ

い
て
の
ヘ
ル

ツ
の
書

簡
お
よ
び
ク

リ
ス
チ

ァ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
ヴ
ォ
ル
ケ
へ
の
書

簡
と
「
公
民
社
会
に

訴
え
る
」
の
三
篇
は

、
勝勝

田田
守守

一一
教
授
の
遺
稿

で
あ
る
。
［

4］
 

七
、
「
教
育
学
講
義
」
お
よ
び
「
学
部
の
争
い
」
の
両
者
の
中
に
出
て
来
る
ラ
テ
ン
語
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、

畏
友

南
山
大
学
助

教
授
小

林
博
英
氏
の

労
を
煩

わ
せ
た
。
多

忙
の
中

の
貴
重
な
時

間
を
さ

い
て
下
さ
っ

た
御
好

意
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
［

4］
 

な
お

、
勝 勝

田田
君
は
、
こ
の

訳
業
を
カ
ン
ト
の
「

教
育
学
」
を
中
心
に

、
そ
れ
に
関
連
す
る

諸
論
で
ま
と
め
る

つ

も
り
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
学
部
の
争
い
」
は
必
ず
し
も
、
彼
の
計
画
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

私
は
あ
え
て
伊
勢
田
さ
ん
に
乞
う
て
「
学
文
の
争
い
」
を
加
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
［

20
2：

梅
根
］

 

61
 

ト
ウ
ニ
イ

 
19

71
 す

べ
て
の
者
に
中
等
教
育
を

 
成
田
克
矢

 

本
書
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
旧
友
柴
田
義
松
君
の
お
口
添
え
よ
る
も
の
で
あ
る
。
［

18
8］

 
監
修
の
梅 梅

根根
悟悟

博
士
は
、
私
の
留
守
中
に

本
文
訳
稿
に
目
を
通

し
て
下
さ
り
、
い
く

つ
か
の
適
切
な
助
言

を
し

て
い
た
だ
い
た
。
［

18
9］

 
な
お

、
最
後
に
な

っ
て
恐

縮
で
あ
る
が

、
巻
頭

の
ト
オ
ニ
イ

教
授
の

写
真
は
、
矢

口
孝
次

郎
先
生
が
特

別
の
ご

厚
意
を
も
っ
て
提
供
し
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
［

18
9］

 

62
 

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
他

 
19

71
 ア

メ
リ
カ
独
立
期
教
育
論

 
真
野
宮
雄
・
津
布
楽
喜
代
治

 
訳
出
の
作
業
は
か
な

り
長
期
に
わ
た
り
、

そ
の
間
、
梅梅

根根
悟悟

先
生
は
じ
め
東
京
教
育

大
学
お
よ
び
宇
都
宮

大
学

の
関

係
教
授
の
方

々
に
、

御
教
示
を
得

た
り
、

ま
た
一
部
に

は
東
京

教
育
大
学
大

学
院
の

教
育
制
度
ゼ

ミ
に
お

け
る
成
果
も
含
ま
れ
て
い
る
。
［

3］
 

63
 

モ
リ
ス

 
19

71
 民

衆
の
た
め
の
芸
術
教
育

 
内
藤
史
朗

 

一
、
本
書
の
題
名
は
、
梅梅

根根
悟
先
生
に
示
さ
れ
た
「
民
衆
の
た
め
の
芸
術
教
育
」
「
民
衆
の
芸
術
と
そ
の
教
育
」

の
二
つ
の
う
ち
か
ら
訳
者
が
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
［

3］
 

四
、
訳
稿
に
目
を
通

し
て
い
た
だ
き
、
懇

切
な
教
示
を
い
た
だ

い
た
梅 梅

根根
悟悟

先
生
に
心
か
ら
の
謝
意
を
表

す
る

次
第
で
あ
る
。［

4］
 

64
 

木
下
竹
次

 
19

72
 学

習
原
論

 
中
野
光
（
編
）

 
本
書

を
編
集
し
、

解
説
を

執
筆
す
る
に

あ
た
っ

て
も
木
下
亀

城
氏
か

ら
は
種
々
の

ご
教
示

と
ご
配
慮
を

い
た
だ

い
た
。

 

65
 

タ
レ
イ
ラ
ン
他

 
19

72
 フ

ラ
ン
ス
革
命
期
の
教
育
改
革
構
想

 
志
村
鏡
一
郎

 

そ
れ
に
し
ま
し
て
も

、
梅梅

根根
悟悟

先
生
に
は
、
た
え
ず
貴
重
で
適

切
な
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
ば
か
り
か
、

あ
れ

こ
れ

と
、
ほ
ん
と

う
に
お

世
話
を
お
か

け
し
て

し
ま
い
ま
し

た
。
も

ち
ろ
ん
、
ほ

か
に
も

、
古
沢
常
雄

さ
ん
を

は
じ

め
、
い
ち
い

ち
あ
げ

る
こ
と
の
で

き
な
い

く
ら
い
大
ぜ

い
の
か

た
が
た
に
、

心
か
ら

の
感
謝
を
さ

さ
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
―
―
。
［

19
7］

 

66
 

ヘ
ル
バ
ル
ト

 
19

72
 世

界
の
美
的
表
現

  
：
教
育
の
中
心
任
務
と
し
て
の

 
高
久
清
吉

 
―
―

 

67
 

ベ
イ
リ

 
19

72
 自

然
学
習
の
思
想

 
宇
佐
美
寛

 
監
修
者
梅梅

根根
悟悟

先
生
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
貴
重
な
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
［

3］
 

68
 

フ
レ
ー
ベ
ル

 
19

72
 幼

児
教
育
論

 
岩
崎
次
男

 

こ
こ

に
収
録
し
た

論
文
な

ど
の
選
択
お

よ
び
そ

れ
ら
の
配
列

と
構
成

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な

点
に
つ
い
て

筆
舌
に

つ
く
し
が
た
い
深
い

御
指
導
を
恩
師
梅 梅

根根
悟悟

先
生
か
ら
う
け
た

こ
と
を
、
こ
こ
に
記

し
て
、
感
謝
申
し
あ

げ
た

い
。

ま
た
、
文
献

の
探
索

と
蒐
集
に
は

広
島
大

学
の
柿
原
知

可
子
さ

ん
に
御
援
助

を
い
た

だ
い
た
こ
と

、
さ
ら

に
編

集
部
の
方
々

、
と
り

わ
け
嶽
崎
峻

さ
ん
に

は
な
に
か
と

暖
い
御

配
慮
を
い
た

だ
い
た

こ
と
に
つ
い

て
、
感

謝
申
し
あ
げ
た
い
。
［

9］
 

［資料紹介］ 『世界教育学選集』への監修者等の関与についての一整理（松本圭朗） 
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59 エマソン『教育論ほか』 
60 エレン・ケイ『児童の世紀』 
61 エストライヒ『弾力ある統一学校』 
62 ブロンスキー『生産学校論』 
63 クインチリアーヌス『雄弁家教育論』 

64 ドブロリューボフ、チェルヌイシェフスキー 
『革命的民主義教育論 1』 

65 ベリンスキー、ゲルツェン 
『革命的民主義教育論 2』 

66 福沢諭吉『教育論』 
67 デューイ『初期教育論集』 
68 ケルンシュタイナー『労働学校論』 
69 グーツムーツ『体育教育論』 
70 セガン『特殊教育論』 
71 タゴール、ガンジー『教育論集』 
72 ヘルソレほか『プロレタリア教育論』 
73 ―『イタリア・ルネッサンス期教育思想』 
74 ―『フランス革命期の学校制度案』 
75 ―『アメリカ独立期国民教育論』 
76 ―『大正新教育論集 1』 
77 ―『大正新教育論集 2』 
78 アマイド編『ドクロリー法』 
79 森徳治『教育論』 
80 アウグスチヌス『教育論』 
81 舒新城『教育論』 
82 モリス『芸術教育論』 
83 ラ・シャロッティー『国民教育論』 
84 ペスタロッティー『シュタンツ孤児院期ほか』 
85 ヘルバルト『世界の美的表現ほか』 
86 ザルツマン『かにの書ほか』 
87 オーエン『社会についての新見解』 
88 シャッキー『美育論』 
89 パーカー『地理教授論』 
90 ド・モラン『新教育論』 
91 モンテッソリーほか『幼児教育論』 
92 フレーベルほか『幼児教育論』 
93 ルッター『教育論』 
94 ヴィルマン『陶冶論としての教授学』 
95 ユンゲ『生活共同体としての村の池』 
96 ベイリー『自然学習論』 
97 ペリー、クライン『数学教育論』 
98 バイエル『初等科学教授論』 
99 ブルードン、コント『教育論』 
100 トウニイ『すべての者に公教育を』 

 

引用文献 

梅根悟（1960）「世界教育学選集についての念願」明

治図書出版『明治図書 50年史』明治図書出版、 

80₋81 頁。 

梅根悟（1970）「世界教育学選集のことなど」明治図

書出版『明治図書 60 年史』明治図書出版、52 頁。 

勝田守一（1960）「世界教育学選集の誕生」明治図書

出版『明治図書 50年史』明治図書出版、81頁。 

勝田守一（1968）「歴史と医学と教育と」『思想』548

号、68₋79 頁。 

監修者（1960）「この選集をよまれる人びとに」カー・

デー・ウシンスキー著、柴田義松訳『教育的人間学

1（世界教育学選集 1）』明治図書出版、1₋2 頁。 

たけさきしゅん（1981）「『世界教育学選集』の監修」

『生活教育』386 号、184₋185 頁。 

藤原政雄（1960）「教育出版と私の道」明治図書出版

『明治図書 50年史』明治図書出版、29₋42 頁。 

明治図書出版 （1970）『明治図書 60年史』明治図書出

版。 

矢野智司（2010）「近代教育学を思想史研究として問

うことは何を問うことだったのか」『教育思想史コ

メンタール』編集委員会編『教育思想史コメンター

ル』教育思想史学会、163₋173 頁。 

山﨑洋子（2017）「梅根悟」教育思想史学会編『教育

思想事典（増補改訂版）』勁草書房、48頁。 

 

【凡例】 

1.監修者（梅根悟と勝田守一）は太字とした。 

2.特記事項が無い場合は、「――」とした。 

3.引用頁は［］内に示した。 

 

【付記】 

本研究は JSPS 科研費 JP22K20295 の助成を受

けた。

神戸大学「研究論叢」第 30 号 2024 年６月 30 日 

- 80 - 
 

た人びとのヒューマニズムと科学的探究の精

神を、教育文化の遺産として継承し、これを

守り、発展させることを目ざし、私たちの教

育研究を深めてゆきたいと思う」（監修者

1960：2）とも記されている。 

 こうした監修者の想いを踏まえて、『世界教

育学選集』は、「わが国以外の世界のすぐれた

教育的諸文献を日本語に移して、教育者およ

び教育研究者の便に供したい」（監修者 1960 ：

1）とされている。その具体は、次のように記

されている（監修者 1960：2）。 

 

選集の邦訳は、それぞれ、原著者につい

て専門的に研究している人びとによって

行なわれている。大部分は忠実な完訳を

旨としたが、やむをえない事情、たとえ

ば、余りにも大部なものは、適当に省略

を加えた。しかし、そのことによって、

原著に学ぶ価値を減少しないように努力

した。なおこの選集の刊行を継続して行

ない、私たち日本の教育者および教育研

究者に容易に利用できる資産を豊富にす

ることを期したいと思う。 

 

この原則に則って、「世界の高い水準に達した

教育的諸文献」の選定、翻訳がおこなわれた。 

前述の矢野は、ここに戦後教育学の「カノ

ン」の成立をみると同時に、それが与えた影

響を問うた。しかし一方で、梅根と勝田は監

修者として、『世界教育学選集』にどのように

関わったのか。すなわち、『世界教育学選集』

という「カノン」の成立の途を辿り、それを

問うことも必要ではないだろうか。その具体

について知る 1 つの方法が、『世界教育学選

集』に記された「訳者まえがき／あとがき」

や「解説」を紐解くことであろう。 

本資料では、『世界教育学選集（全 100 巻）』

（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
58 阿部重孝『教育改革論』 
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  69
 

及
川
平
治

 
19

72
 分

団
式
動
的
教
育
法

 
中
野
光
（
編
）

 
お
わ

り
に
、
本
書

の
編
集

な
ら
び
に
解

説
の
執

筆
に
あ
た
っ

て
は
、

さ
き
に
出
版

さ
れ
た

木
下
竹
次
「

学
習
原

論
」
の
と
き
も
同
様

で
あ
っ
た
が
、
梅梅

根根
悟悟

先
生
か
ら
適
切
な

助
言
と
私
に
と
っ
て

は
き
び
し
い
指
導
を

う
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
［

33
5］

 

70
 

ペ
リ
ー

 
ク
ラ
イ
ン

 
19

72
 数

学
教
育
改
革
論

 
丸
山
哲
郎

 

本
書

の
執
筆
を
薦

め
て
下

さ
り
、
数
多

く
の
貴

重
な
御
意
見

を
い
た

だ
い
た
遠
山

啓
先
生

（
東
京
工
業

大
学
名

誉
教
授
、
数
学
教
育
協
議
会
委
員
長
）
。
ゲ
ラ
刷
り
に
目
を
通
さ
れ
た
上
、
い
く
つ
も
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い

た

だ
い
た
中
谷
太
郎
先
生
（
日
本
工
業
大
学
教
授
）。

東
北
大
学
図
書
館
か
ら
ペ
リ
ー
、
ク
ラ
イ
ン
の
原
著
を
借

り

出
し
た
り
、
コ
ピ
ー
を
と
る
さ
い
に
労
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
佐
々
木
重
夫
先
生
（
東
北
大
学
理
学
部
教
授
）
、

下
平
三
郎
先
生
（
東
北
大
学
金
属
材
料
研
究
所
教
授
）。

ペ
リ
ー
の
原
著
の
コ
ピ
ー
を
借
し
て
い
た
だ
い
た
曽

田

梅
太
郎
先
生
（
数
学
教
育
研
究
家
）。

翻
訳
の
さ
い
の
い
ろ
い
ろ
の
留
意
点
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
黒
田
孝
郎

先

生
（
専
修
大
学
教
授
）。

ペ
リ
ー
の
稿
に
目
を
通
し
て
、
誤
り
を
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
大
桑
伴
子
さ
ん
（
静

岡

県
磐
田
東
高
校
教
諭
）。

そ
し
て
不
断
の
研
究
と
実
践
の
中
で
御
教
示
い
た
だ
い
て
い
る
数
学
教
育
協
議
会
の
多

く
の
先
生
方
。［

4₋
5］

 

71
 

ヘ
ル
ン
レ

 
19

72
 プ

ロ
レ
タ
リ
ア
教
育
の
根
本
問
題

 
五
十
嵐
顕

 
こ
の

小
説
と
ヘ
ル

ン
レ
に

か
ん
す
る
小

研
究
に

と
っ
て
、
名

古
屋
大

学
大
学
院
に

お
ら
れ

た
保
田
正
毅

氏
と
の

研
究
交
流
に
負
う
と
こ
ろ
す
く
な
く
な
い
。［

21
2］

 

72
 

舒
新
城

 
19

72
 中

国
教
育
近
代
化
論

 
阿
部
洋

 
末
尾

で
は
あ
る
が

、
本
書

の
作
成
に
あ

た
り
、

資
料
の
収
集

や
そ
の

解
釈
な
ど
で

多
大
の

御
指
導
と
御

協
力
を

い
た

だ
い
た
恩
師

の
国
立

教
育
研
究
所

長
平
塚

益
徳
博
士
、

専
修
大

学
教
授
斎
藤

秋
男
氏

お
よ
び
ア
ジ

ア
経
済

研
究
所
員
小
林
文
男
氏
に
対
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
［

3］
 

73
 

ヴ
ィ
ル
マ
ン

 
19

73
 陶

冶
論
と
し
て
の
教
授
学

 
竹
田
清
夫
・
長
谷
川
栄

 
―
―

 

74
 

ラ
・
シ
ャ
ロ
ッ
テ

 
19

73
 国

家
主
義
国
民
教
育
論

 
古
沢
常
雄

 
長
尾

先
生
、
梅 梅

根根
先
生
、

東
京
教
育
大
学
外
国

教
育
史
研
究
室
の
皆

さ
ん
の
励
ま
し
が
な

か
っ
た
ら
、
こ
の

訳

業
は
さ
ら
に
遅
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。［

19
3］

 
75

 
シ
ャ
ツ
キ
ー

 
19

73
 生

活
教
育
論

 
森
重
義
彰

 
―
―

 

76
 

山
下
徳
治

 
19

73
 明

日
の
学
校

 
海
老
原
治
善
（
編
）

 

な
お

巻
末
の
「
著

作
論
文

目
録
」
は
、

日
本
社

会
福
祉
大
学

の
柿
沼

肇
氏
と
御
子

息
森
礼

二
氏
の
作
成

に
な
る

も
の
で
本
書
に
収
録
す
る
こ
と
を
許
し
て
下
さ
っ
た
。
［

26
0］

 
御
多

忙
の
な
か
、
解
説
に

つ
い
て
貴
重
な
御
指

導
を
し
て
下
さ
っ
た
梅 梅

根根
先
生
に
は
、
お

礼
の
言
葉
も
な
い

ほ

ど
の
感
謝
を
感
ず
る
。［

26
0］

 

77
 

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

 
19

74
 モ

ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
・
メ
ソ
ッ
ド

 
阿
部
真
美
子
・
白
川
蓉
子

 
最
後
に
い
ろ
い
ろ
と
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
梅 梅

根根
悟悟
先
生
、
長
尾
十
三
二
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

［
4］

 

78
 

ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン

 
19

74
 性

格
形
成
論

 
：
社
会
に
つ
い
て
の
新
見
解

 
斎
藤
新
治

 

本
訳
書
の
素
地
は

19
66

年
東
京
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
外
国
教
育
史
講
座
に
お
い
て
長

尾
十
三
二
先
生
の
ご
指
導
の
下
に
始
め
た
共
同
研
究
「
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
エ
ン
研
究
」
に
あ
る
。
［

19
8］

 
冒
頭
の
性
格
形
成
原

理
の
訳
に
つ
い
て
、

梅 梅
根根

悟悟
先
生
お
よ
び
小
林
虎
五
郎
先
生
に

目
を
通
し
て
い
た
だ

き
、

オ
ー
エ
ン
の
真
意
の
伝
わ
る
訳
文
に
な
る
よ
う
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
［

19
8］

 

79
 

三
宅
米
吉

 
19

74
 三

宅
米
吉
教
育
論
集

 
森
田
俊
男
（
編
）

 

編
者
は
、
梅梅

根根
悟悟

先
生
の
教
示
を
う
け
つ

つ
、
そ
の
責
任
に
お

い
て
、
三
宅
に
日
本

の
近
代
の
学
問
と
し

て
の

教
育
学
の
形
成
な
い
し
萌
芽
を
み
る
、
と
い
う
観
点
を
と
っ
た
。［

3］
 

す
で

に
三
宅
の
歴

史
教
育

論
を
歴
史
教

育
史
に

位
置
づ
け
る

こ
と
を

さ
れ
て
い
る

海
後
宗

臣
、
松
島
栄

一
両
先

生
か
ら
は
、
た
び
た
び
三
宅
理
解
の
鍵
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
。［

4］
 

そ
し

て
、
三
宅
の

創
設
し

た
東
京
高
師

の
歴
史

学
教
室
を
ひ

き
つ
い

で
、
い
ま
教

育
の
国

家
か
ら
の
自

由
の
確

立
の

た
め
に
力
を

尽
さ
れ

て
い
る
家
永

三
郎
先

生
か
ら
も
一

度
な
ら

ず
三
宅
継
承

の
し
か

た
に
つ
い
て

教
え
て

い
た
だ
い
た
。［

4］
 

※
梅
根
に
よ
る
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

 

80
 

パ
ー
カ
ー
ス
ト

 
19

74
 ド

ル
ト
ン
・
プ
ラ
ン
の
教
育

 
赤
井
米
吉
（
訳
）
・
中
野
光
（
編
）

 
編
者
は
、
本
選
集
の

監
修
者
で
あ
る
梅梅

根根
悟悟

先
生
と
の
相
談
の

う
え
、
訳
者
の
翻
訳

原
稿
に
、
か
つ
て
の

訳
者

の
パ
ー
カ
ー
ス
ト
が
は
じ
め
て
来
日
し
た
（

19
24

年
）
前
後
に
執
筆
・
発
表
し
た

3
つ
の
論
考
を
付
録
と
し

て

加
え
、
そ
れ
に
編
者
の
「
解
説
」
を
つ
け
る
、
と
い
う
か
た
ち
で
本
書
を
編
集
し
た
。［

3］
 

81
  

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
他

 
19

75
 イ

タ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
教
育
論

 前
之
園
幸
一
郎
・
田
辺
敬
子

 
一
、

田
辺
が
担
当

し
た
ア

ル
ベ
ル
テ
ィ

の
「
家

庭
教
育
論
」

と
ピ
ッ

コ
ロ
ー
ミ
ニ

の
「
子

ど
も
の
教
育

に
つ
い

て
」

の
訳
出
に
あ

た
っ
て

は
、
元
イ
タ

リ
ア
文

化
会
館
員
の

マ
リ
ー

ノ
・
サ
ル
ヴ

ィ
オ
氏

と
東
京
都
立

大
学
教

［資料紹介］ 『世界教育学選集』への監修者等の関与についての一整理（松本圭朗） 
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59 エマソン『教育論ほか』 
60 エレン・ケイ『児童の世紀』 
61 エストライヒ『弾力ある統一学校』 
62 ブロンスキー『生産学校論』 
63 クインチリアーヌス『雄弁家教育論』 

64 ドブロリューボフ、チェルヌイシェフスキー 
『革命的民主義教育論 1』 

65 ベリンスキー、ゲルツェン 
『革命的民主義教育論 2』 

66 福沢諭吉『教育論』 
67 デューイ『初期教育論集』 
68 ケルンシュタイナー『労働学校論』 
69 グーツムーツ『体育教育論』 
70 セガン『特殊教育論』 
71 タゴール、ガンジー『教育論集』 
72 ヘルソレほか『プロレタリア教育論』 
73 ―『イタリア・ルネッサンス期教育思想』 
74 ―『フランス革命期の学校制度案』 
75 ―『アメリカ独立期国民教育論』 
76 ―『大正新教育論集 1』 
77 ―『大正新教育論集 2』 
78 アマイド編『ドクロリー法』 
79 森徳治『教育論』 
80 アウグスチヌス『教育論』 
81 舒新城『教育論』 
82 モリス『芸術教育論』 
83 ラ・シャロッティー『国民教育論』 
84 ペスタロッティー『シュタンツ孤児院期ほか』 
85 ヘルバルト『世界の美的表現ほか』 
86 ザルツマン『かにの書ほか』 
87 オーエン『社会についての新見解』 
88 シャッキー『美育論』 
89 パーカー『地理教授論』 
90 ド・モラン『新教育論』 
91 モンテッソリーほか『幼児教育論』 
92 フレーベルほか『幼児教育論』 
93 ルッター『教育論』 
94 ヴィルマン『陶冶論としての教授学』 
95 ユンゲ『生活共同体としての村の池』 
96 ベイリー『自然学習論』 
97 ペリー、クライン『数学教育論』 
98 バイエル『初等科学教授論』 
99 ブルードン、コント『教育論』 
100 トウニイ『すべての者に公教育を』 
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80₋81 頁。 

梅根悟（1970）「世界教育学選集のことなど」明治図

書出版『明治図書 60 年史』明治図書出版、52 頁。 

勝田守一（1960）「世界教育学選集の誕生」明治図書

出版『明治図書 50年史』明治図書出版、81頁。 

勝田守一（1968）「歴史と医学と教育と」『思想』548

号、68₋79 頁。 

監修者（1960）「この選集をよまれる人びとに」カー・

デー・ウシンスキー著、柴田義松訳『教育的人間学

1（世界教育学選集 1）』明治図書出版、1₋2 頁。 

たけさきしゅん（1981）「『世界教育学選集』の監修」

『生活教育』386 号、184₋185 頁。 
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『明治図書 50年史』明治図書出版、29₋42 頁。 

明治図書出版 （1970）『明治図書 60年史』明治図書出
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矢野智司（2010）「近代教育学を思想史研究として問

うことは何を問うことだったのか」『教育思想史コ

メンタール』編集委員会編『教育思想史コメンター

ル』教育思想史学会、163₋173 頁。 

山﨑洋子（2017）「梅根悟」教育思想史学会編『教育

思想事典（増補改訂版）』勁草書房、48頁。 

 

【凡例】 

1.監修者（梅根悟と勝田守一）は太字とした。 

2.特記事項が無い場合は、「――」とした。 

3.引用頁は［］内に示した。 

 

【付記】 

本研究は JSPS 科研費 JP22K20295 の助成を受

けた。
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た人びとのヒューマニズムと科学的探究の精

神を、教育文化の遺産として継承し、これを

守り、発展させることを目ざし、私たちの教

育研究を深めてゆきたいと思う」（監修者

1960：2）とも記されている。 

 こうした監修者の想いを踏まえて、『世界教

育学選集』は、「わが国以外の世界のすぐれた

教育的諸文献を日本語に移して、教育者およ

び教育研究者の便に供したい」（監修者 1960 ：

1）とされている。その具体は、次のように記

されている（監修者 1960：2）。 

 

選集の邦訳は、それぞれ、原著者につい

て専門的に研究している人びとによって

行なわれている。大部分は忠実な完訳を

旨としたが、やむをえない事情、たとえ

ば、余りにも大部なものは、適当に省略

を加えた。しかし、そのことによって、

原著に学ぶ価値を減少しないように努力

した。なおこの選集の刊行を継続して行

ない、私たち日本の教育者および教育研

究者に容易に利用できる資産を豊富にす

ることを期したいと思う。 

 

この原則に則って、「世界の高い水準に達した

教育的諸文献」の選定、翻訳がおこなわれた。 

前述の矢野は、ここに戦後教育学の「カノ

ン」の成立をみると同時に、それが与えた影

響を問うた。しかし一方で、梅根と勝田は監

修者として、『世界教育学選集』にどのように

関わったのか。すなわち、『世界教育学選集』

という「カノン」の成立の途を辿り、それを

問うことも必要ではないだろうか。その具体

について知る 1 つの方法が、『世界教育学選

集』に記された「訳者まえがき／あとがき」

や「解説」を紐解くことであろう。 

本資料では、『世界教育学選集（全 100 巻）』

（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
58 阿部重孝『教育改革論』 
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授
大
蔵
隆
雄
氏
に
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
［

3‐
4］

 
本
訳
書
の
誕
生
は
故

勝 勝
田田

守守
一一

先
生
の
ご
教
示
と
ご
好
意
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
訳

者
た
ち
は
、
イ
タ
リ

ア
政

府
奨

学
生
と
し
て

前
後
し

て
留
学
の
機

会
が
与

え
ら
れ
た
。

訳
者
の

ひ
と
り
で
あ

る
前
之

園
が
ロ
ー
マ

大
学
留

学
中
（

19
68

年
）
、
勝 勝
田田

先
生
よ
り
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
教
育
論
に

つ

い
て

の
わ
が
国
へ

の
紹
介

を
一
考
せ
よ

と
の
ご

指
示
で
あ
っ

た
。
前

之
園
の
プ
ラ

ン
に
た

い
し
て
、
お

り
か
え

し
こ
ま
か
な
ご
助
言
と
と
も
に
梅 梅
根根
悟悟

先
生
の
ご
意
見
ま
で
そ
え
ら
れ
た
ご
返
事
を
い
た
だ
い
た
。［

20
9］

 
82

 
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー

 
19

75
 労

働
学
校
と
総
合
技
術
教
育

 
三
沢
正
博
・
笹
島
勇
治
郎

 
―
―

 

83
 

パ
ー
カ
ー

 
19

76
 中

心
統
合
法
の
理
論

 
西
村
誠
・
清
水
貞
夫

 
終
わ
り
に
あ
た
り
、

本
書
の
訳
出
に
あ
た

っ
て
も
、
自
ら
訳
稿

に
目
を
通
さ
れ
、
御

指
導
を
賜
っ
た
梅梅

根根
悟悟

先

生
、

直
接
間
接
に

助
言
を

い
た
だ
い
た

和
光
大

学
の
中
野
光

教
授
、

そ
れ
か
ら
最

後
ま
で

再
三
の
約
束

違
反
で

御
迷
惑
を
か
け
た
明
治
図
書
の
嶽
崎
峻
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。［

26
0］

 

84
 

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

 
19

76
 ゲ

ル
ト
ル
ー
ト
児
童
教
育
法

 
長
尾
十
三
二
・
福
田
弘

 

梅梅
根根

博
士
の
『
エ
ミ
ー
ル

』
講
読
を
う
け
つ
い

だ
成
果
が
、
さ
き
に

原
、
永
治
、
桑
原
と

の
共
訳
で
『
エ
ミ

ー

ル
』
（

1）
、
（

2）
、
（

3）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
今
回
ま
た
同
博
士
の
『
夕
暮
』
ゼ
ミ
の
系
譜
を
う
け
つ
ぐ
『
ゲ
ル

ト
ル
ー
ト
』
ゼ
ミ
の
成
果
が
こ
う
し
て
上
梓
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
経
緯
を
思
う
に
つ
け
て
も
、

本
書

が
梅 梅

根根
博
士
の
学
恩

に
報
い
る
の
に
、
い

く
ら
か
で
も
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
心
か

ら

念
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。［

4］
 

85
 

ド
ク
ロ
リ
ー

 
19

77
 ド

ク
ロ
リ
ー
・
メ
ソ
ッ
ド

 
斎
藤
佐
和

 

ど
ん

な
に
急
い
だ
と
し
て

も
勝勝

田田
先
生
の
存
命

中
に
翻
訳
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
に
ち
が
い

な

い
が
、

10
年
近
い
日
々
を
要
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
暖
か
い
励
ま
し
を
頂
い
た
先
生
を
偲
び
、

怠
惰

の
身
を
顧
み
て
忸
怩

た
る
思
い
を
覚
え
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
勝 勝

田田
先
生
な
き
あ
と

御
指
導
を
た
ま
わ

っ

た
梅 梅

根根
先
生
、『

全
体
化
機
能
と
教
育
』
の
原
書
を
は
じ
め
参
照
し
た
資
料
の
殆
ど
を
貸
し
て
下
さ
り
、
ま
た
貴

重
な

御
助
言
を
頂

い
た
堀

尾
輝
久
先
生

（
東
京

大
学
教
育
学

部
）
に

心
か
ら
厚
く

お
礼
申

し
上
げ
た
い

。
ま
た

訳
者

が
現
在
籍
を

置
く
東

京
教
育
大
学

教
育
学

部
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
教
育
研

究
施
設

（
聴
覚
障
害

部
門
）

の
星
龍
雄
助
教
授
（
現
筑
波
大
学
）
に
は
医
学
用
語
な
ど
に
つ
い
て
の
御
教
示
を
仰
い
だ
。［

4］
 

 

86
 

ユ
ン
ゲ

 
19

77
 生

活
共
同
体
と
し
て
の
村
の
池

 
山
内
芳
文

 
恩
師
梅梅

根根
悟悟

、
長
尾
十
三
二
両
先
生
に
は

、
せ
っ
か
く
お
勧
め

を
い
た
だ
き
な
が
ら

、
こ
の
よ
う
な
遅
れ

た
わ

り
に
は
粗
末
な
出
来
し
か
お
目
に
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
と
思
う
。
［

3］
 

87
 

デ
ュ
ー
イ

 
19

77
 実

験
学
校
の
理
論

 
大
浦
猛
（
編
）

 
遠
藤
昭
彦
（
訳
）
・
佐
藤
三
郎
（
訳
）

 
―
―

 

88
 

ド
モ
ラ
ン

 
19

78
 新

教
育

 
：
ロ
ッ
シ
ュ
の
学
校

 
原
聡
介

 

訳
業

の
課
題
は
、

数
年
前

こ
の
選
集
の

第
二
期

の
企
画
が
た

て
ら
れ

た
時
に
与
え

ら
れ
て

い
た
が
、
訳

者
の
怠

慢
に
よ
っ
て
長
い
間

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
、
監
修

者
の
梅 梅

根根
悟悟

先
生
を
は
じ
め
企
画
の
方
々

に
対

し
て
申
し
開
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。［

3］
 

な
お

、
こ
の
訳
業

は
本
書

に
関
心
を
抱

く
体
育

史
家
の
清
水

重
勇
高

知
大
学
助
教

授
の
協

力
に
多
く
を

負
っ
て

い
る
。［

3］
 

※
清
水
重
勇
の
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

 

89
 

ベ
リ
ン
ス
キ
ー

 
チ
ェ
ル
ヌ
ィ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー

 
19

78
 革

命
的
民
主
主
義
教
育
論
 

1 
小
沢
政
雄
・
海
老
原
遥

 
―
―

 

90
 

ド
ブ
ロ
リ
ュ
ー
ボ
フ

 
ゲ
ル
ツ
ェ
ン

 
19

80
 革

命
的
民
主
主
義
教
育
論
 

2 
海
老
原
遥
・
福
田
誠
治

 
し
た
が
っ
て
、
本
書
で
は
教
育
関
係
の
も
の
に
ふ
れ
る
機
会
を
よ
り
多
く
す
る
た
め
に
既
約
の
も
の
を
避
け
て

、

池
田
貞
雄
氏
に
訳
す
べ
き
論
文
を
選
択
し
て
い
た
だ
い
た
。
［

9］
 

91
 

グ
ー
ツ
ム
ー
ツ

 
19

79
 青

少
年
の
体
育

 
成
田
十
次
郎

 
『
世

界
教
育
学
選

集
』
と

よ
ば
れ
る
優

れ
た
企

画
の
中
に
、

体
育
の

領
域
か
ら
こ

の
書
物

を
入
れ
て
い

た
だ
い

た
こ

と
に
対
し
て
、
ま
た

、
日
頃
か
ら
の
学
恩

に
対
し
て
、
梅梅

根根
悟
教
授
と
長

尾
十
三
二

教
授
に
尽
き
ぬ
感

謝

を
捧
げ
た
い
。［

7］
 

92
 

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

 
19

80
 シ

ュ
タ
ン
ツ
便
り
他

 
長
尾
十
三
二
・
福
田
弘
・
山
岸
雅
夫

 

梅梅
根根

博
士
の
関
心
が
、
「
世
界
教
育
史
体
系
」
（
講
談
社
）
の
刊
行

中
か
ら
、
次
第
に
教

育
方
法
、
と
く
に
教

科

教
育

の
問
題
に
推
移
し
て

き
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
だ
け
に
、
――

じ
っ
さ
い
梅 梅

根根
博
士
は

、「
世
界
教
育
史
体

系
」
の
続
篇
と
し
て
、「

世
界
教
科
教
育
史
大
系
」
の
構
想
を
具
体
化
す
る
よ
う
に
私
に
指
示
さ
れ
て
も
い
た

の

で
あ
る
――

こ
の
訳
業
が
せ
め
て
博
士
の
生
前
に
完
成
し
て
い
た
な
ら
、
と
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。［

16
5］

 
93

 
ト
ル
ス
ト
イ

 
19

80
 ト

ル
ス
ト
イ
自
由
主
義
学
校

 
佐
々
木
弘
明

 
―
―

 

［資料紹介］ 『世界教育学選集』への監修者等の関与についての一整理（松本圭朗） 
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59 エマソン『教育論ほか』 
60 エレン・ケイ『児童の世紀』 
61 エストライヒ『弾力ある統一学校』 
62 ブロンスキー『生産学校論』 
63 クインチリアーヌス『雄弁家教育論』 

64 ドブロリューボフ、チェルヌイシェフスキー 
『革命的民主義教育論 1』 

65 ベリンスキー、ゲルツェン 
『革命的民主義教育論 2』 

66 福沢諭吉『教育論』 
67 デューイ『初期教育論集』 
68 ケルンシュタイナー『労働学校論』 
69 グーツムーツ『体育教育論』 
70 セガン『特殊教育論』 
71 タゴール、ガンジー『教育論集』 
72 ヘルソレほか『プロレタリア教育論』 
73 ―『イタリア・ルネッサンス期教育思想』 
74 ―『フランス革命期の学校制度案』 
75 ―『アメリカ独立期国民教育論』 
76 ―『大正新教育論集 1』 
77 ―『大正新教育論集 2』 
78 アマイド編『ドクロリー法』 
79 森徳治『教育論』 
80 アウグスチヌス『教育論』 
81 舒新城『教育論』 
82 モリス『芸術教育論』 
83 ラ・シャロッティー『国民教育論』 
84 ペスタロッティー『シュタンツ孤児院期ほか』 
85 ヘルバルト『世界の美的表現ほか』 
86 ザルツマン『かにの書ほか』 
87 オーエン『社会についての新見解』 
88 シャッキー『美育論』 
89 パーカー『地理教授論』 
90 ド・モラン『新教育論』 
91 モンテッソリーほか『幼児教育論』 
92 フレーベルほか『幼児教育論』 
93 ルッター『教育論』 
94 ヴィルマン『陶冶論としての教授学』 
95 ユンゲ『生活共同体としての村の池』 
96 ベイリー『自然学習論』 
97 ペリー、クライン『数学教育論』 
98 バイエル『初等科学教授論』 
99 ブルードン、コント『教育論』 
100 トウニイ『すべての者に公教育を』 
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号、68₋79 頁。 

監修者（1960）「この選集をよまれる人びとに」カー・

デー・ウシンスキー著、柴田義松訳『教育的人間学

1（世界教育学選集 1）』明治図書出版、1₋2 頁。 

たけさきしゅん（1981）「『世界教育学選集』の監修」

『生活教育』386 号、184₋185 頁。 

藤原政雄（1960）「教育出版と私の道」明治図書出版

『明治図書 50年史』明治図書出版、29₋42 頁。 

明治図書出版 （1970）『明治図書 60年史』明治図書出

版。 

矢野智司（2010）「近代教育学を思想史研究として問

うことは何を問うことだったのか」『教育思想史コ

メンタール』編集委員会編『教育思想史コメンター
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【凡例】 

1.監修者（梅根悟と勝田守一）は太字とした。 

2.特記事項が無い場合は、「――」とした。 

3.引用頁は［］内に示した。 

 

【付記】 

本研究は JSPS 科研費 JP22K20295 の助成を受

けた。
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た人びとのヒューマニズムと科学的探究の精

神を、教育文化の遺産として継承し、これを

守り、発展させることを目ざし、私たちの教

育研究を深めてゆきたいと思う」（監修者

1960：2）とも記されている。 

 こうした監修者の想いを踏まえて、『世界教

育学選集』は、「わが国以外の世界のすぐれた

教育的諸文献を日本語に移して、教育者およ

び教育研究者の便に供したい」（監修者 1960 ：

1）とされている。その具体は、次のように記

されている（監修者 1960：2）。 

 

選集の邦訳は、それぞれ、原著者につい

て専門的に研究している人びとによって

行なわれている。大部分は忠実な完訳を

旨としたが、やむをえない事情、たとえ

ば、余りにも大部なものは、適当に省略

を加えた。しかし、そのことによって、

原著に学ぶ価値を減少しないように努力

した。なおこの選集の刊行を継続して行

ない、私たち日本の教育者および教育研

究者に容易に利用できる資産を豊富にす

ることを期したいと思う。 

 

この原則に則って、「世界の高い水準に達した

教育的諸文献」の選定、翻訳がおこなわれた。 

前述の矢野は、ここに戦後教育学の「カノ

ン」の成立をみると同時に、それが与えた影

響を問うた。しかし一方で、梅根と勝田は監

修者として、『世界教育学選集』にどのように

関わったのか。すなわち、『世界教育学選集』

という「カノン」の成立の途を辿り、それを

問うことも必要ではないだろうか。その具体

について知る 1 つの方法が、『世界教育学選

集』に記された「訳者まえがき／あとがき」

や「解説」を紐解くことであろう。 

本資料では、『世界教育学選集（全 100 巻）』

（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
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教
育
論

 
松
島
鈞

 
最
後
に
、
こ
の
世
界

教
育
学
選
集
の
監
修

者
で
あ
る
、
恩
師
の
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梅梅
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書
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し
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。

 

95
 

エ
ス
ト
ラ
イ
ヒ

 
19

80
 弾

力
的
統
一
学
校

 
中
野
光
・
保
田
正
毅
・
川
口
祐
二

 

し
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が
っ
て
、
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書
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字
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お
り
三
人
の
共
訳
で
あ
る
が
、
（

2）
に
つ
い
て
は
、
長
尾
十
三
二
氏
（
立
教
大

学
教
授
）
に
も
校
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し
て
い
た
だ
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た
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の
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そ
し
て
こ
の
選
集
の

二
人
の
監
修
者
は
と

も
に
私
の
大
学
院
時

代
の
恩
師
で
あ
ら
れ

た
が
、
勝勝

田田
守守

一一
先
生
は

早
く
失
っ
て
し
ま
い

、
つ
い
で
去
る
二
月

に
は
遂
に
梅 梅

根根
悟悟

先
生
の
訃
報
を
も
お
開

き
し
た
と
き
、
こ
の

抄
訳

の
完
成
は
監
修
者
に
見
て
頂
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。［
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と
も

あ
れ
こ
の
訳

業
の
た

め
に
広
島
大

学
所
蔵

の
上
述
の
カ

ッ
ペ
ロ

ニ
エ
ル
版
そ

の
他
の

重
要
文
献
を

指
示
下

さ
っ
た
こ
の
道
の
先
輩
の
元
広
島
大
学
教
授
横
尾
壮
英
先
生
に
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か
ら
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吉
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す
で
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修
者
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田田
両
氏
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鬼
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お
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ら
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地
下
で
喜
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書
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行
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十
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嶽
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厚
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謝
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お
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い
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児
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す
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選
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の

な
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い
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梅 梅
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と
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連連載載「「教教育育学学入入門門」」とと『『能能力力とと発発達達とと学学習習（（教教育育学学入入門門ⅠⅠ））』』
ににおおけけるるテテキキスストト異異同同（（11））  

  

 

松本 圭朗 

（神戸大学大学院人間発達環境学研究科博士後期課程） 

 

第第 11節節  ははじじめめにに  

戦後教育学は、1990 年代以降から議論の俎

上にあり続けている。下司晶は、戦後教育学

を「第二次世界大戦の敗戦を契機に、戦前戦

中の国家主義への反省を軸として形成された

日本の進歩的教育学の総称」と定義し、「宗像

誠也、宮原誠一、勝田守一、堀尾輝久ら」を

代表的論者とみる（下司 2017 ：505）。その終

焉を象徴するのは、『教育学年報』（世織書房）

の創刊である（下司 2017 ：506）。戦後教育学

の終焉を象徴するアンソロジーの先頭に立つ

のは、森田尚人による論考であり、その中で

批判の矛先を向けられたのは勝田守一（1908

₋1969 年）である（森田 1992）。 

 勝田は、『学校論』（1952 年、要書房）や『教

育と認識』（1968 年、国土社）、『教育とはなに

か（家庭の教育 第１巻）』（1966 年、岩波書

店）などの多くの著作を出版している。勝田

が世に問うたもののなかで、最も注目されて

きたのは、1964 年に上梓された『能力と発達

と学習』（国土社）である。以後、1984 年には

「ほるぷ現代教育選集」の 1 冊として、1990

年には「現代教育 101 選」の 1 冊として復刊

されている。 

 中野光は編者として「ほるぷ現代教育選集」

の 1冊に『能力と発達と学習』を加えた際に、

その内容を次のようにまとめている（中野

1984：41） 

 

  発達に即してというのは、子どもの中に

成熟しはじめた能力の方向をとらえるこ

とである。そこに子どもにとって本質的

な学習への興味とレディネスが準備され

るのだ。 

 

中野は、勝田がピアジェやワロン、ヴィゴツ

キーらによる発達心理学に依拠しながら構想

した教育学を「能力と発達と学習」という言

葉を用いて端的に示した。 

 同時期に、西平直は『能力と発達と学習』

を「古典的労作」として位置づけ、その「読

解」を試みている。そこでは、「勝田の理解す

る発達と教育の関係を、ヴィゴツキーの著作

にたち
．．

帰
．
って
．．

検討
．．

し
．
直
．
す
．
作業」、「相対的な独

立性という関係把握を浮
．
き
．
彫
．
りにする
．．．．

作業」、

「教養を〈選びながら発達すること〉に位置

づけて理解
．．

し
．
直
．
す
．
試
．
み
．
」、の 3つがおこなわれ

ている（西平 1985：77）1）。西平は、第 1 の

作業では、「勝田は、子どもの〈背のび〉のう

ちにこそ、教育の働く場を求め、言い換えれ

ば、子どもの〈背のび〉をわきおこし、それ

を実現させる教育にこそ、期待をかけていた」

（西平 1985：80）ことを示した。また、第 2

の作業によって、「勝田の論述は、漠とした問

題状況の中に明確なアポリア（二律背反）を

設定すると共に、常に、意識的にそのはざま

に立つ」こと、「そのはざま
．．．

に立ちつつ、ある

時はそのアポリアがおかれる同位対立の地平

を止揚する作業を試み、またある時は、矛盾

した事態を意識的にそのまま受けとり、循環

の中に身をおくことをもって良しとする」と

読み解いた（西平 1985 ：82）。そして、第 3の
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た人びとのヒューマニズムと科学的探究の精

神を、教育文化の遺産として継承し、これを

守り、発展させることを目ざし、私たちの教

育研究を深めてゆきたいと思う」（監修者

1960：2）とも記されている。 

 こうした監修者の想いを踏まえて、『世界教

育学選集』は、「わが国以外の世界のすぐれた

教育的諸文献を日本語に移して、教育者およ

び教育研究者の便に供したい」（監修者 1960 ：

1）とされている。その具体は、次のように記

されている（監修者 1960：2）。 

 

選集の邦訳は、それぞれ、原著者につい

て専門的に研究している人びとによって

行なわれている。大部分は忠実な完訳を

旨としたが、やむをえない事情、たとえ

ば、余りにも大部なものは、適当に省略

を加えた。しかし、そのことによって、

原著に学ぶ価値を減少しないように努力

した。なおこの選集の刊行を継続して行

ない、私たち日本の教育者および教育研

究者に容易に利用できる資産を豊富にす

ることを期したいと思う。 

 

この原則に則って、「世界の高い水準に達した

教育的諸文献」の選定、翻訳がおこなわれた。 

前述の矢野は、ここに戦後教育学の「カノ

ン」の成立をみると同時に、それが与えた影

響を問うた。しかし一方で、梅根と勝田は監

修者として、『世界教育学選集』にどのように

関わったのか。すなわち、『世界教育学選集』

という「カノン」の成立の途を辿り、それを

問うことも必要ではないだろうか。その具体

について知る 1 つの方法が、『世界教育学選

集』に記された「訳者まえがき／あとがき」

や「解説」を紐解くことであろう。 

本資料では、『世界教育学選集（全 100 巻）』

（1960 年～1983 年、明治図書出版）への監修

者等の関与の手がかりを得ることを目的とし

て、「訳者まえがき／あとがき」や「解説」等

から監修者や協力者への言及を整理した。こ

うした作業によって、戦後教育学が試みた実

験における研究倫理・行動規範――「カノン」

――に係る事項が広く浮かび上がってくるだ

ろう。 

 

註 

1）梅根は、「勝田守一との共同監修『世界教育学選集』

（全 100 巻）（1960₋86）においては、総勢 100人以

上の研究者を率い、勝田の死後（1969）、その事業

を達成」（山﨑 2017 ：48）したと紹介される場合が

ある。 

2）木田は、明治図書出版編集部の社員である。 

3）勝田と梅根に監修を依頼した明治図書出版社長の

藤原政雄は、『世界教育学選集』について、「この戦

後教育のつき当った壁を打ち破り、今後の日本教

育を打ち建てる方法の 1 つとして、わが国の風土

に育った過去の教育遺産を学びとるとともに、世

界各国の教育学の遺産を学びとらねばならぬこと

でしょう」として、「すぐれた世界の教育的文献を

翻訳し、一般の教師が容易に、世界の先人がその社

会と時代において組織した教育理論を学べるもの

を出版しよう」と述べている（藤原 1960 ：36）。藤

原の発言を踏まえれば、教育学界における出版史

の検討も求められるだろう。なお、編集担当となっ

た嶽崎峻は、梅根の回想文を残している（たけさき

1981）。 

4）なお、『世界教育学選集』の第 2 期の出版予定が

『明治図書 60年史』に掲載されている（明治図書

出版 1970：115）。別表 1として整理した。 

 

別表 1 ：『世界教育学選集』第 2期の刊行予定

一覧 
巻 書誌 
51 ラヴェットほか『イギリス民衆教育論』 
52 フーリェ、サン・シモン『空想的社会主義教育論』 
53 フィヒテほか『大学の理念と構想』 
54 垣内松三『形象と理念』 
55 フィヒテ『ドイツ国民教育論』 
56 カント『教育学講義ほか』 
57 篠原助市『批判的教育学の問題』 
58 阿部重孝『教育改革論』 
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